
●学校だより「明倫」 №１                 令和６年 ４月 ８日 

 

■笑顔と対話のあふれる「学校」をめざします 

 

 府中地区の桜がきれいに咲く中、子どもたちは本日新年度のスタートを迎えることがで

きました。皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 始業式では、一つ上の学年になり、張り切っている気持ちが一人一人から伝わってきま

した。あすの入学式で１９名の新入生を迎え、全校児童１５８名でスタートします。 

 

 さて、本年度の本校の学校経営目標は、 

「自分を伸ばす みんなで高め合う 府中っ子 ～頭に、心に、体に汗いっぱい～」 

です。 

 

新型コロナウイルス感染症の流行により、ＩＣＴを活用したオンライン授業等が実施で

きるようになり、学校に直接通学しなくても学ぶことができることが分かりました。 

では、学校で子どもたちが顔を合わせることでしかできないことは何でしょうか。人そ

れぞれだと思いますが、私は「学校は、子どもたちが集団生活を通して、学び“合う”場

である」と考えています。様々な人との繋がりで成り立っている社会の中では、人は一人

で生きていくわけではありません。学校では、自分の思いを友達に伝え、友達の思いを聞

く。そして、自分の思いが変容したり、膨らんだりする。そんな学び合いが学校で子ども

たちが顔を合わせる大きな意味です。 

学校における教育活動で、子どもたちは教室での授業でよく考えて頭に、体育の授業で

は体に、休憩時間等で友達と遊んだりするなどのかかわりの中で心にも汗をかきます。そ

の中では、自分の考えと友達の考えをすり合わせることが難しい場合もあるでしょう。思

いと思いがぶつかりトラブルになったりすることもあるでしょう。そんなときこそが成長

のチャンスです。絶好の学び合いの場です。この学び合いは、自分自身を伸ばすこと、み

んなで高め合うことにつながります。 

府中小学校の先生は、「頭に、心に、体に汗をいっぱいかいて成長する」府中っ子、「自

分を伸ばす みんなで高め合う」府中っ子を力いっぱい応援します。そんな府中っ子に、

寄り添って、共に歩みます。 

そして、そんな学校は「笑顔と対話があふれる」学校です。 

府中っ子の健やかな成長のためには、学校・家庭・地域が一体となった教育活動の推進

が不可欠です。本年度も、なにとぞ、ご支援ご協力を賜りますようよろしくお願いいたし

ます。 

（校長  山本 考一） 

 

 

 

 



 

●お世話になりました●         ●よろしくお願いします● 

仲本修二 校長（小坂小へ）       山本考一 校長（但馬教育事務所より） 

田仲みのり 先生（日高小へ）      太田有加里 先生（明石市立松が丘小より） 

西村愛美 先生（神美小へ）       足立さおり 先生（育休より復帰） 

森本綾 先生（但東中へ）        大内かおり 先生（資母小より） 

谷岡由香里 支援員（八代小へ）     山口典佳 支援員（新採用） 

向藤原裕子 事務職員（五荘小へ） 

 

 

 

 

〇〇 ４月の行事予定 〇〇 

 

 ８日（月） 離着任式、始業式、入学式準備（6 年弁当持参） 

 ９日（火） 入学式 

１０日（水） 給食開始（2～６年） 

１１日（木） 身体測定・視力検査（全学年） 

１２日（金） 校外児童会、聴力検査（４～６年） 

１５日（月） 給食開始（1 年）、聴力検査（1～3 年） 

１６日（火） 家庭訪問（家の確認） 

１７日（水） 家庭訪問（家の確認） 

１８日（木） 全国学力・学習状況調査（６年） 

１９日（金） 尿検査（全学年） 

２４日（水） 読み聞かせ、歯科検診（全学年） 

２６日（金） 心電図検査（１年） 

２７日（土） 授業参観日、PTA 総会、学級懇談会（5 年は自然学校説明会） 

３０日（月） 振替休業日 

 

 


